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農山漁村等地域の活性化のための融資をはじめとする支援 

 

(31)  ①農業メイン強化先への訪問活動、②営農資金に対する金利引下げの実施 

ＪＡながさき西海（長崎県） 

新規 継続 

 
○ 

（平成 23年 4月） 

 

1 動機 

（経緯） 

①全国的に農業者の高齢化、後継者不足の問題が深刻化し、地域農業の衰退と    

ＪＡ離れによる組織力低下が叫ばれている中、ＪＡが農業者のメインバンクとし

てその機能を最大限発揮する為、ＪＡのアピール及び農業者の情報収集と情報提

供を目的として、メイン強化先に対する訪問活動を実施することとしました。当

取組みは平成 23年 4月から実施しています。 

②農業メインバンク機能強化の一環として、また、組合員の農業機械購入に係る 

資金ニーズに対応する為、夏秋に開催する展示会及び前納展示会の開催に併せ、 

地域農業の規模拡大、体質強化及び農業経営の安定と向上を目的とした営農資金

に対する金利引下げ措置を実施しました。当取組みは平成 25年 5月から実施して

います。 

2 概要 ①農業生産規模及びＪＡとの取引状況等を勘案し、支店・出張所単位で農業メイ

ン強化先を選定し、営農経済部門・金融部門が連携した訪問活動を実施します。

②当ＪＡが供給する農業機械購入に係る営農資金に対し、金利引下げを実施し、

各支店・出張所・営農経済センターが一体となり、営農資金のＰＲを行いました。 

3 成果 

（効果） 

①訪問活動の中で、農業者及び担い手の情報収集及び情報提供ができ、資金ニー

ズに早期に対応できたケースなど、農業者のメインバンクとして顧客満足度の向

上に貢献できました。また、農業融資に対する支店・出張所での意識向上にも繋

がりました。 

②平成 28 年度は、営農資金実行が 92 件、178.2 百万円の実績となり、実行金額

は前年度比 86％でしたが、取扱件数は前年度比プラス 10件となりました。また、

各展示会の供給目標も達成し、ＰＲ等により組合員の営農資金への意識も高める

ことができました。 

4 今後の予

定（課題） 

①業者との関係深耕の為、訪問担当者の研修及び資格取得により様々な資金ニー

ズに対応できる体制を構築します。また、営農経済部門との連携強化を図り、農

業者の更なる満足度向上に努めます。 

②本件をはじめとする営農資金利用のメリットの周知を引き続き行い、各種展示

会等に併せて推進を行います。さらに、ＪＡバンク利子補給等を積極的に活用頂

くことで、農業者の金利負担を軽減し、各種資金ニーズに対応できるよう努めま

す。 
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